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（論文内容の要旨） 
 本論文は「Synthesis of structurally controlled hyperbranched polymers through the  
















度を自在に変えた重合体を合成できることを明らかにした。また、CTA としてマクロ CTA を用いるこ
とで、オタマジャクシ構造を持つ線状―多分岐ブロック共重合体の制御合成にも成功した。さら
に、分岐数や分岐密度により、固有粘度などの物性も系統的に変化することも明らかにした。 
 第 2章では、第 1章で開発した方法を用い、構造の制御された多分岐ポリイソプロピルアクリルア
ミド（PNIPAM）を合成し、その分岐構造が PNIPAM 水溶液の下限臨界溶液温度（LCST）に及ぼす効果




多分岐 PNIPAM をマクロ CTA として、N,N-ジメチルアクリルアミドとのブロック共重合により合成し
たコアシェル構造を持つ共重合体が、適切な分子設計を行うことで、水中で温度感応性の単分子ミ
セルとして働くことを明らかにした。 
 第 3、4 章では、第 1 章で明らかにした多分岐高分子合成の概念を発展することで、多分岐スチレ
ンと多分岐ポリメタクリル酸メチル（PMMA）の構造制御合成に成功した結果について述べている。







































  また、反応性の序列を持つモノマーである VT の関与する成長反応において、VT 上の置
換基効果について理論計算を中心に検討している。その結果、分岐の選択的な誘起には C-
Te 結合の強さが重要であるが、分岐密度の制御においては VT 上の置換様式の違いによ
る、成長反応の違いも重要であることを明らかにした。 
  本論文は新しい反応性の序列を有するモノマー設計による構造制御された多分岐
重合体の合成を格段に広げる成果であり、学術上、実際上寄与するところが少なく
ない。よって、本論文は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認める。ま
た、令和元年６月１４日、論文内容とそれに関連した事項について諮問を行った結
果、合格と認めた。 
  なお、本論文は、京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し、公
表に際しては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認め
る。 
 
 
 
